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論文審査の要旨 

 

外側環軸関節の変形性関節症は、頚部痛や後頭部・後頚部痛みの原因となるが、初期症

状は非特異的で、診断が遅延する症例も多く認める。変形性外側環軸関節症の診断には、

開口位レントゲンや CT が有用であるが、どのような要因を持つ患者で外側環軸関節の

変形性関節症のリスクが高く、開口位レントゲンを行うべきかについての知見はない。

本研究は、変形性外側環軸関節症に関与する要因を調査し、どのような患者に開口位レ

ントゲンを施行すべきかを明らかにすることを目的とした。多変量ロジスティック解析

で、60 歳以上：オッズ比(OR) 20.5、横靭帯の石灰化の存在：OR 4.9、女性である：OR 3.3、

正中環軸関節の関節症性変化がない：OR 2.1 ということが変形性外側環軸関節症の発生

に関わる要因であった。後頭部～後頚部痛を有する①60 歳以上、②女性、③横靭帯石灰

化を有する、④正中環軸関節の関節症性変化がない場合には、変形性外側環軸関節症を

有している可能性があり、開口位レントゲンの撮影の追加を考慮すべきである。公聴会

では本病態に着目した経緯、バイオメカニカルな病態、無症候性の例の頻度、（保存治

療が奏功せず）手術治療に至るリスク因子などについての質問に的確に回答された。こ

の結果は、整形外科医にとっては頚部痛の診断の一助になり、その発展につながる有意

義な臨床研究であると評価され、博士(医学)の学位に値すると考える。 
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28. 術腰部脊柱管狭窄症に対するロコチェックを用いた評価 間欠性跛行の



タイプ別比較 

 重松 英樹, 田中 誠人, 川崎 佐智子, 須賀 佑磨, 山本 雄介, 池尻 正樹, 

田中 康仁. 臨床整形外科. 55 巻 2 号 Page195-197(2020.02) 

 

29. 大阪医大式(OMC)側彎装具に対する患者アンケート調査 

 重松 英樹, 田中 誠人, 川崎 佐智子, 須賀 佑磨, 山本 雄介, 田中 康仁.  

臨床整形外科. 54 巻 12 号 Page1287-1291(2019.12) 

 

30. 運動習慣はロコモティブシンドロームと関係するか? preliminary study 

 重松 英樹, 宗本 充, 田中 誠人, 川崎 佐智子, 増田 佳亮, 須賀 佑磨, 

山本 雄介, 田中 康仁.  臨床整形外科. 54 巻 6 号 Page609-612(2019.06) 

 

31. 過去の報告とは異なる受傷機転で生じた鎖骨遠位端骨折(Rockwood 分類

type VI)の治療経験 

 須賀 佑磨, 奥田 亮宏, 平岡 修治, 吉田 淳, 前川 尚宜, 田中 康仁. 骨

折. 40 巻 1 号 Page85-88(2018.02) 

 

32. 当院で施行した人工膝関節置換術後に生じた人工膝関節周囲骨折の治療

経験 

 須賀 佑磨, 奥田 亮宏, 田中 康仁. 骨折. 38 巻 3 号 Page723-727.(2016.06) 

 



 

以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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